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                                  広報委員会 2018-03-20 
 

シリーズ「エスペラントの今」 第 13号 
 

エスペラントの現状を様々な面からご紹介するシリーズの第 13回目をお届けいたします。 

ご質問、取材問い合わせ等は、当協会広報委員会までお願いします。 

 

■エスペラントで実証実験、SNSアプリ Amikumuの可能性 
 

オーストラリア発のスマートフォンアプリ Amikumu (アミクーム) [*1]が 2017年4月に登場して、まもな

く１年になります。このアプリは、同じ言語を話せる人を見つけ、コンタクトを取り合いたい人たちのため

の いわゆるSNSアプリです。自分から相手までの距離を算出する機能があり

ます。 

このアプリは、15年の構想を経て、エスペラント語がわかるポリグロット

(多言語話者)の国際協力の下で作られました。きっかけは、ある国や地方に

来たときにその地域で同じ言語(エスペラント語)を話せる相手とコンタクト

をとり合って交流したいというニーズでした。エスペラント語話者の間で普

通の「エスペラント・コミュニティの文化」が、アイデアの源泉でした。 

SNSで著名なもの(フェイスブック、ツイッター、インスタグラムなど)は、

「全世界向け」で「受け手の相手の言語も問わない」発信になっています。

この Amikumu は、この点が真逆である点が特徴です。 

このアプリは、最初の約半年間、世界各地のエスペラント語話者の間で実

証試験が行われました。インターネットでエスペラント語を学習した人たち

が、このアプリで、自国内や旅行先でのエスペラント語話者とつながる機会

を得て、交流が活発になってきました。 

2017年8月には、エスペラント語以外にも、7500以上の言語(日本語、アイ

ヌ語や100以上の手話を含む)を選べる運用が開始されました。2018年2月の時

点で利用者は1万人を超えています。 

外国語を勉強している人や多言語話者が、身近で同じ言語がわかる人とコ

ンタクトしたいときの助けになるでしょう。外国に出かけたときに、自分がわかる言語が聞こえるとほっと

するという場面は、誰にも共通する体験のはずですが、海外旅行に限らず、知らない言語の国に、移民とし

て、または難民で来た人、仕事のために来た人など、その地域での「言語の少数派」 や、あるいは本当の

「少数言語の話者」や「少数民族」にとっての助けになるかもしれません。 

 

[参考][*1] Amikumu <https://amikumu.com> (多国語：英語、エスペラント語を含む) 

※ Amikumu代表者リチャード・デラモア(Richard DELAMORE)氏のインタビュー記事(動画等あり)は以下を参照： 

<https://freelanguage.org/podcast/flp11-interview-with-richard-delamore-of-amikumu-app-to-find-

language-learning-partners-near> (英語)  


